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 ７月になり、暑い日が続いていますね。そろそろ夏休みも始まります。普段なかなか本を読む時間がないと

思いますので、長い夏休み、ぜひ、本を読んでほしいなと思っています。１７日からは、第１回目の新着本も届く

予定です。今回は、今、人気の本をそろえました。見に来てくださいね。 

＝新着本の紹介です＝（７／１７から借りられる予定です。） 

【小説】 
・奈良敏行『町の本屋という物語』（作品社）…出版業界不況と言われる今の時代、本屋はこれからも大丈夫― 

そのように思わせてくれる一冊。 

・西條奈加『姥玉みっつ』（潮出版）・・・江戸を舞台に３人の個性豊かな婆たちの日常をコミカルに描く。 

・佐川光晴『あけくれの少女』（集英社新書）・・・８０年代の時代背景や男女の考え方を繊細に、ユーモラスに描く。 

１２歳の少女の２０年間の青春小説。 

・小林美穂子『家なき人のとなりで見る社会』（岩波書店） 

・恩田陸『spring』（筑摩書房）・・・バレエと出会った一人の天才をめぐる傑作長編小説。 

・泉ゆたか『ユーカラおとめ』（講談社）・・・短くも鮮烈な知里幸恵の生を描く、著者の新たな代表作。 

・玄侑宗久『むすんでひらいて』（集英社） 

・ヴェーラ・ポリトコフスカヤ『母、アンナ』（ＮＨＫ出版）・・・命を懸けた勇敢なジャーナリストの母を描いた作品。 

・ファン・ボルム『ようこそ、ヒュナム洞書店へ』（集英社） 

・村山由佳『雪のなまえ』（徳間書店）・・・田舎暮らしを求めて仕事を辞める父。東京に残る母。一家の生活を娘 

の視点から描写した物語。   

・ルイス・キャロル『不思議の国のアリス／鏡の国のアリス』（講談社） 

注目！！ 今、人気の本 
・『変な家２ １１の間取り図』（飛鳥新社） 

・宮島未奈『成瀬は信じた道をいく』（新潮社） 

・東野圭吾『クスノキの女神』（実業之日本社） 

・アンデシュ・ハンセン『メンタル脳』（新潮社） 

＝２０２４年度本屋大賞作品＝            

第２位 津村記久子『水車小屋のネネ』（毎日新聞出版） 

第３位 塩田武士『存在のすべてを』（朝日新聞出版） 

第５位 多崎礼『レーエンド国物語』（講談社）・・・貴族の娘ユリアは父と冒険の旅に出る。呪われた地・レーエンドで 

出会ったのは、琥珀の瞳を持つ寡黙な射手だった。 

第８位 凪良ゆう『星を編む』（講談社）・・・才能という星を輝かせるために、魂を燃やす編集者たちの物語。 

＊大賞、第４位、第７位の作品は図書館にあります。 

 

    夏休み長期貸し出しのお知らせ 
７／１２（金）～７／２３（火）  一人５冊まで 

 

 

 
 



【教科関連本】 
・『日本の古典をよむ』⑦－「土佐日記 蜻蛉日記 とはずがたり」（小学館）  

・『日本の古典をよむ』⑨－「源氏物語」上・下（小学館）     ＊図書館に他に、６冊あります。    

・山口理『同音同訓異義語・反対語』（偕成社） 

・『日本史＆世界史ビジュアル歴史年表増補改訂版』（メイツユニバーサルコン） 

・みおりん『例解学習類語辞典』（実務教育出版） 

・平山三男『漢字の語源図鑑』（かんき出版） 

・三隅良平『４７都道府県知っておきたい気象・気象災害がわかる事典』（べレ出版） 

・『外国人に日本を説明するための３語のマジカルフレーズ３００６５』（ＩＢＣパブリッシング） 

【みなさんからのリクエスト本】 
・志賀直哉『小僧の神様・城崎にて』（新潮文庫） 

・島崎藤村『初恋』（集英社文庫）            文学作品の名作です。 

・夏目漱石『坊ちゃん』（新潮文庫）            

・芥川龍之介『地獄変・偸盗』（新潮文庫） 

・朝比奈あすか『君たちは今が世界（すべて）』（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）・・・教室がすべてだったあの頃のまぶしさと 

                    しんどさがよみがえる。 

・八束澄子『ぼくたちはまだ出逢っていない』（ポプラ社）・・・友情、進学、家族の関係性やいじめの問題など 

色々あるけど、各章短めでサクサク読める。おすすめ。 

・汐見夏衛『傷だらけの僕らは、それでもいつか光をみつける』（スターツ出版） 

【全集】 
・松田哲夫『中学生までに読んでおきたい日本文学』４巻―「家族の物語」「おかしい話」「こわい話」「こころの 

話」（あすなろ書房） 

【シリーズ本】 
・藤子・Ｆ・不二雄『ドラえもん科学ワールド』「みんなのためのデジタル入門、ミクロの世界、からだと生命の不 

思議」(小学館) 

【その他】 
・高濱正伸『１３歳のキミへ』（実務教育出版）…学習会代表の先生が本音で語 

る「中学時代のすごし方」          

・北村薫『中野のお父さんと五つの謎』（文藝春秋）・・・文芸編集者の娘が仕事

の現場で行き当たった謎を高校教師の父親が解決してみせる。 

・中川裕『ゴールデンカムイ絵から学ぶアイヌ文化』（集英社新書） 

・『現代用語の基礎知識２０２４』（自由国民社） 

・『ギネス世界記録２０２４』（角川アスキー総合研究所） 

・桜井弘『宮沢賢治の元素図鑑』（化学同人） 

・特別報道写真集『能登半島地震』（中日新聞社） 

【文庫本】 
・村上由佳『風よあらしよ』上・下（集英社文庫） 
・河﨑秋子『鳩護』（徳間文庫）・・・直木賞作家の著者が描く摩訶不思議な鳩を 

  めぐる物語。                        

・斉木京他『会津怪談』（竹書房怪談文庫）                   おすすめ！ 

・吉田悠軌『中央線怪談』（竹書房怪談文庫） 

・伊計翼『黄泉とき』（竹書房怪談文庫） 

・小川洋子『博士の愛した数式』（新潮文庫）・・・本への愛着がひしひしと伝わるエッセイ集。単行本あり。 

【絵本】 
・『てぶくろ』（岩崎書店）・・・動物がみんな入って手袋の中は満員！ウクライナの民話。 

スクールカウンセラーの先生のおすすめ本（図書館に入れました） 
・『イラスト版 子どものアンガーマネジメント』（合同出版） 

・伊藤絵美『イラスト版 子どものストレスマネジメント』（合同出版） 

・プルスアルハ『生きる冒険地図』（学苑社） 


